
平成30年度 第 15回 総 会

麓:__案

日 時 :平成 30年 6月 16日 (土)9時 15分～

場 所 :青葉台まちづくリセンター2階 多目的室
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NPO法人 富士市のごみを考える会



日時  平成 30年 6月 16日 (上)9時 15分より

会場  青葉台まちづくリセンター2階 多目的室

1。 開会

2.理事長挨拶

3.議長選出

4.書記・議事録署名人選任

5。 議事

1).第 1号議案  平成 29年度事業報告について

2).第 2号議案  平成 29年度決算報告及び監査報告について

3)。 第 3号議案  平成 30年度事業計画 (案)について

4).第 4号議案  平成 30年度活動予算書 (案)について

6.議長解任・閉会

********************** 体  露泉 **************************

もったいない音楽会  “みんなで歌おう懐かしの唄"

時間:10時 00分～12時  場所 :青葉台まちづくリセンター多目的室
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第1部

第2部

第3部

第4部

:みんなで歌おうなつかしのメロディー

:富士市の環境を守るには ?水の循環

:皆様からのリクエスト曲をみんなで歌おう

:新環境クリーンセンターの概要

※ 歌詞カードを準備します

“リクエストも大歓迎"
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第 1号議案

特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会 平成 29年度事業報告書

(平成 29年 4月 1日 ～平成 30年 3月 31日 )

活動総括

平成 29年度は、富士市のごみを考える会の活動を見直す時期に来たことを実感させられました。

夏には、新環貯 リーンセンターに併設される環境学習施設 ^、の協力を求める話t)ありましたが、全市的

な問題として私たちの会だけで無く、も。)と:多くの市民が関わるべきだとの見解から、再度新環境クリーヽン

センター建設課との話し合いを持ち、一応市民に呼びかける「意見交換会」を開くに至りました。これから

の動きを見て行きたいです。環境学習や普及啓発活動を例年通り、頑撥 でまいりました。

事業報告

1.ごみの排出抑制・適正処理に関する先進団体の見学、及び、研究・学習

<先進地域への見学・学習会、他団体との交流 l・

2.ごみの排出抑制・適正処理に関する普及啓発活動

<環境教育、その他の普及啓発活動 >

Ｔ
・̈

同時 活動内容
参加者数

備考
△ 昌
露 嵐 金体

8.10・

11.20

環境学習施設について、新環貯 リーン建設課や

業者との意見交換会に出席

Ｏ
ｖ
　

＾
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クリーンエ房や新環境

クリーンセンターからの

説明会

参加者数
備考

会量 全体
活動内容日時

歌声バンドで楽しみな

がら理事長による浄化

槽のぉ話と新環境クリ

ーンセンターの現況説

明

25名 80名
もったいない警薬会開催

(音楽と小川瑾事長による浄化槽のおはなしと新環境

クリーンセンターの概要説明)

2017

5・ 20

富士山こどもの国周辺5名 60名
富士山ごみ減量大作戦参加6・ 24

そばどんぶり

ラーメンど
'んボリ

かき氷カップ等

2名 1000名805 青業台夏祭りにて、リユース食器活用のお手伝い

青葉台小学校体育館

リサイクルエ作、盛況

水切嘲 査、好調

250名3名
青葉台地区文化祭にて、大人気の牛乳パックのリサイ

クルエ作と各家庭の水切リグッズアンケート調査11013

富士川ふれあいホー・

ル・わかり易い内容で

は有ったが参加者が

少なく宣伝の難しさを

思っ

30名10名

女と男のフォーラム

「水環境保全のための浄化槽の活用と正しい知識」

東洋大学理工学部環境デザイン科准教授曲崎宏史

氏

11025

ふ腱 んめっせリサイク

ルI[i作 、
790名10名市主催、環境フェアにて大人気の牛乳パックのリサイ

1水 リグッズアンケー 査クルエ
12・ 2



2018.

3.17
合併浄化槽と下水道受益者負担金についての勉強会 11名 50名

青薬台・一色公会堂、

参加者は我が家の間

題として真剣だった

3.ごみの排出抑制。適正処理に関する実践活動

<リユース食器活用事業、ごみの分別指導>

<審議会、プロジェク躊 への参加>

<その他の実践活動>

<会として他団体への参加 >

環境省、静岡県、富士市、浄化槽フオースヘ ふじさんネットワーク、きらり交流会議、富士市 NPO協議会

静岡県地球温暖化防止活動推進センター、静岡県バイオマスネットワーク

富士市地球温暖化防止活動地域協議会

日時 活動内容
貸 出

食器数

参加者数
備考 (貸出食器 No)

会員 全体

5・20 デラートまつりにリユース食器貸し出し 200´1国
4カ
: ĺη 200名 7

7・ 15 広見地区通学会宿に食器貸し出し 180個 1名 50名 1 22

1007 ひめなフェスタにリユース食器貸し出し 100個 1名 200名 7

ノヽ 曇_l´

に1 口 l

4801固 3名 550名

日時 活動内容
参加者数

備考
会員 全体

年 2回 廃棄物減量化等推進審議会 (第 8期 ) 1名 30名 石倉 康子

年 2回 NPO協議会定例会出席 1名 15名 熊谷 良子

毎月 きらり交流会議 運営委員会 1名 20名 小野 由美子

ふじさんネットワーク理事会 1名 20名 小野 由美子

2018

1015

2・ 16

環境学習施設についての意見交換会
6名

6名
20名

小川、時田、佐野

小野、平田、石川

熊谷

同時 活動内容
参加者数

備考
ム 昌
言 只 全体

2017
5・ 20

NPO法人富士市のごみを考える会総会 25名 30名

●
■
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第2号議案

平成29年度活動計算書
平成29年 4月 1日 から平成30年 3月 31日

(単位  円)

科 目 予算額 決算額 増減額 備 考

I 収入の部

55,000 41,000 -14,000 @2,000X20+@1,000 X l

40,000 0 -40,000

50,000 255,000 205,000 富士市,全国浄化槽団体連合会

ハ
Ｖ

〈Ｕ〈Ｕ -1,000 個人寄付他

0 21,001 21,001 預金利息、イオン 等

146,000 317,001 171,001

277,534 277,534 0

423,534 594,535 171,001

Ⅱ 支出の部

⌒ 排出抑制、適正処理に関する
Ψ

研究と学習
10,000 44,530 34,530

② 先進団体等見学 10,000 0 -10,000

③ 活動普及啓発 10,000 79,733 69,733
浄化槽講座、環境フェア、
環境学習講座等

④ 実践活動 10,000 72,833 62,833

<事業費合計> 40,000 197,096 157,096

2.管理費

① 会議費 40,000 11,742 -28,258

② 旅費交通費 2,000 0 -2,000

③ 通信費 10,000 61520 -31480 会報送料 他

④ 器具備品費 10,000 0 -10,000

⑤ 消耗品費 20,000 50,051 30,051 浄化槽講座用消耗品等

⑥ 印刷費 15,000 29,100 14,100 会報印刷代等

⑦ 支払手数料 1,000 0 -1,000

③ 交際費 1,000 6,000 5,000

③ 図書費 1,000 0 -1,000

⑩ 事務費 10,000 0 -10,000

① 公租公課 1,000 0 -1,000

⑫ 雑費 30,000 4,000 -26,000 他団体加入年会費等

⑬人件費 20,000 46,000 26,000 フォーラム人件費等

<管理費合計> 161,000 153,413 -7,587

3.予備費 10,000 0 -10,000

当年度支出合計 (C) 211,000 350,509 139,509

当年度収支差額 (A)― (C) -65,000 -33,508 31,492

次年度繰越収支差額 (B)― (C) 212,534 244,026 31,492

423,534支出合計 594,535 171,001

‘プ
●

1.事業費



特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会

平成 29年度財産目録

平成30年年3月 31日 現在

科   目 金   額

I 資産の部

61,985

181,041

1,000

244,026

0

資産合計 244,026

Ⅱ 負債の部

0

0 0

負債合計 0

Ⅲ 正味財産の部

244,026

負債および正味財産合計 244,026

卜 .

ト

現金    手元有高

普通預金

静岡銀行広見支店 NO:0400007

富士宮信用金庫本店 N011140904

流動資

1 産

産

固定資産合計

2 固

0

固定負債合計

2

1 流動負債の部

流動負債合計

正味財産



特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会
平成29年度年度貸借対照表

科   目

現金    手元有高
普通預金
静岡銀行広見支店 NO:0400007
富士宮信用金庫本店 NO:1140904

流動資産合計

の

1

2 固

61,985

181,041
1,000

0

資産合計 244,026

流動負債合計

固定負債合計

1 の

2

0 0

0 0

負債合計 0

244,026

244,026負債および正味財産合計

κ
７



平成 29年度活動計算書翻 告します。

理事長

懲事

平成 30年 3月 31日
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会計

会計監査報告

平成 29年度 NPO法 人富士市のごみを考える会の活動計算書並びに関係帳簿

類を監査したところ、正確に記帳されており、領収書等も適正に処理されて居る事

を報告します。
平成 30年 5月 15日
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第 3号議案

平成迎盤堕墜奎菫量1璽.g識

(平成 30年 4月 1日 ～平成 31年 3月 31日 )

I.活動方針

ゆ 環境学習・環境啓発施設「リサイクルセンター」の研究と学習を進める。

"講
演会・勉強会等を通して、富士市のごみの現状、分別の大切さ、生ごみ削減の取組みを、市と

協力して行っていく。

3}ごみの削減・ごみ減量の方法と意義の普及を進める。

4) 若い世代を育てるために、環境教育を小学校等と協力 し進める。

Ⅸ.活動内容

1)環境教育実施施設「リサイクルプラザ」の研究と学習 毎月実施

ごみの排出抑制 `適正処理に関する先進団体の見学、学習

① 先進地域への見学。学習会、他団体との交流 適時実施

ごみの排出抑制・適正処理に関する普及啓発活動

① リサイクル促進等の講演会開催 適時実施

② 学校環境教育事業、地域環境教育事業への融

「ごみ滅量・適正分別講座」(地域・小学校)

市民のごみ減量・適正排出への意識高揚のための説明会支援

依頼時実施

③ ごみの会通信 ( 発行 春夏秋冬年 4回

④ 外部団 の参画・協力 依頼時実施

4 ごみの排出抑制・適正処理に関する実践活動

① 各種審議会への参画 (フジス ,ヽイー トプラン 21 推進のための援助 協力 ) lSl疸 時

② リユー 出 (洗浄・煮沸を行ってもらえるところに限り) 適時実施

③ 生ごみ資源化協力 適時実施

<会として他団体への参面>
小野 由美子① 富士市男女共同参画 きらり交流会議運営委員会

植田 朗子② 富士市地球温暖化防止活動地域協議会

石倉 康子③ 廃棄物減量化等推進審議会

小川 浩環境省 ―ラム理事会

小野 由美子ふじさんネットワーク理事会

<他団体との協力>
環境省、静岡県、富士市、浄化槽フォーラム、ふじさんネットワーク、きらり交

富士市 NPO協議会、静岡県地球温暖化防止活動推進癬 ター

富士市環境アドバイ・tドー、富士市地球温暖化防止活動地域協議会

流会議

掏
僣



第4号議案

平成30年度活動予算書や齢
平成30年 4月 1日 から平成31年 3月 31日

(単位: 円)

中
―

科 目 前年度予算額 前年度決算額 今年度予算額 備
二たИラ

55,000 41,000 45,000 2,000× 20人、 1,000× 5人

40,000 0 40,000 環境教育等

50,000 255,000 50,000 富士市等

1,000 0 1,000 募金、個人寄付 等

21,001 1,000

146,000 317,001 137,000

277,534 277,534 讐畢寿 2′夕 _́2イ

I 収入の部

423,534 594,535 382テ 0疑

'Σ

"/ι,2イ
'

Ⅱ 支出の部

1.事業費

制、適正処理に関する

実施施設の研究と学習
10,000 44,530 10,000 勉強会、講師料等

② 先進団体等見学 10,000 0 10,000 視察、見学等

③ 活動普及啓発 10,000 79,733 10,000 環境学習講座、授業等

④ 実践活動 10,000 72,833 10,000

<事業費合計> 40,000 197,096 40,000

2.管理費

① 会議費 40,000 11,742 10,000 総会

② 旅費交通費 2,000 0 2,000

③ 通信費 10,000 6,520 10,000 会報送料 他

④ 器具備品費 10,000 0 10,000

⑤ 消耗品費 20,000 50,051 20,000

⑥ 印刷費 15,000 29,100 15,000 会報、講座チラン印刷

⑦ 支払手数料 1,000 0 1,000 銀行振り込み手数料、他

③ 交際費 1,000 ｎ
ｖ

Ａ
Ｕ

ＡＵｒ
Ｏ 1,000

⑨ 図書費 1,000 0 1,000

⑩ 事務費 10,000 0 10,000 文房具、用紙代、他

⑪ 公租公課 1,000 0 1,000 印紙代

⑫ 雑費 30,000 4 ハ
Ｕ

ｎ
〉

Ａ
Ｕ 5,000 他団体年会費等

⑬ 人件費 20,000 46,000 20,000 会計手当のみ

<管理費合計> 161,000 153,413 106,000

3.予備費 10,000 0 10,000

当年度支出合計 (C) 211,000 350,509

当年度収支差額 (A)― (C) -65,000 -33,508

次年度繰越収支差額 (B)― (C) 212,534 244,026 22`=ρ 2'ご

支出合計 423,534 594,535

156,000

,ど /`.θノ́

`
各科日間の流用を認める



平成豊鯉蜘難盤量

役員任期は、定款 16条により、2年とする。役員報酬は、今年度は全員なしとする。

(敬称略)

氏  名 住所または居所

理事長 小川  浩 富士市横割 3-2-5-203

事務長 熊谷 良子 富士市大淵 99番地の 27

∠ヽ 垂↓
7ヾ  目l 小野 房雄 富士市大淵 27番地の 6

理 事 石倉 康子 富士市大淵 100番地の 23

理 事 岸本 美和子 富士市今泉 3689‐ 18

理 事 佐野 勝美 富士市川成新町 95

理 事 平田 淳子 富士市大淵 96番地の 76

〕!里 事 時口 祐佐 富士市中丸 794

理 事 石川 多津子 富士市一色 178番地の 6

顧 問 松田 美夜子 熱海市田原本町 1_12_104

顧 間 小野 由美子 富士市大渕 27番地の 6

監 事 大石 光男 富士市本市場 442‐ 9

監 事 梅原 万奈 富士市今泉 3865-1

,‐
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